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強大音負砧によるヒトの聴覚閥値の変化とモ Jレモットの同負荷による正円窓誘導 cochlear microｭ
phonics (以下 CM と略す)の出力の変化には相違がある。この相違についての充分な解答は現在の
ところない。
ところが，聴神経の活動電位(以下 AP と略す)は CM よりヒトの感覚現象とよりよく対応する








関値上 30db のクリックを毎秒20回の頻度で連続して与えながら， 0ふ 1 ， 2, 4, 8KC の各純音を




1) クリックによる AP に対する強大純音負荷の影響は負荷音の強さにほぼ比例した。
2) クリックによる AP に対する強大純音負荷の影響は負荷時聞にほぼ比例した。
3) クリックによる AP に対する強大純音負荷の影響は周波数によって異なり， 0.5. 1KC 音の
負荷は，より高音の負荷に比して軽度であった。








関値上 35db のクリックを毎秒約20回の頻度で連続して与えながら， マスキング音として 1， 1.5 , 
2, 3, 4, 5, 6, 8, 10KC の 9 種の各純音を用いて，マスキング下の 35db クリックによる AP がマス
キングなしの 30db クリックの AP に等しくなるような各マスキング音の強さを求めた。
つぎに， 1, 2, 3, 4KC の各純音によって強大音負荷(1l0-115db， S. P. L.) を行ない，負荷後約




2) マヌキング効果減少の発現周波数は，負荷音の周波数によって異なり，負荷音より約 1 オクタ
ープ高い周波数に減少の極大値が現れる傾向があった。
〔総括〕
強大縄音負荷によって起こるクリックによる AP の回復経過はヒトの聴覚疲労の回復経過と似た
形をとり，負荷の影響は負荷音のエネルギー量にほぼ比例すると考えられる。
強大純音負荷後に起こるクリック- AP に対するマスキング現象の周波数別変化はヒトの強大純
音負荷後の闘値変化のそれとよく一致した。これはヒトにおいて主観的に知られた事実を動物におい
て客観的にみたものにほかならないと考える。
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論文の審査結果の要旨
強大純音負荷によって負荷音より約 1 オクターブ高い周波数に聴力低下が起とる乙とはヒトについ
て経験的に知られているが，これを動物実験的にみたものはなかった。今回，聴神経活動重電位を指
標として強大純音負荷の影響を検討し，各種の基礎的知見を得，マスキング現象との組合わせを工夫
する乙とによって上記を動物実験的にみる乙とに成功した口
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